
 

 

 

2015年６月２１日 第１７７号 

――奥村のり子生活相談所―― 
〒640-8212 和歌山市杉ノ馬場 1-11 

＆ＦＡＸ 073－４２７－７１２１ 

Eメール  w-jcpken@naxnet.or.jp 

Relay talk  リレートーク Relay talk 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
lay talk 

 

 
 
 

の
り
子
の
週
刊
日
誌
（
主
な
も
の
） 

６
月
１
９
日 

県
議
会
本
会
議
（一
般
質
問
日
） 

２
０
日 

医
生
協
総
代
会 

２
１
日 

会
議 

２
２
日 

県
議
会
本
会
議
（
一
般
質
問
日
） 

２
３
日 

総
務
委
員
会
、
沖
縄
連
帯
集
会 

２
４
日 

常
任
委
員
会
予
備
日
、
環
境
を
考
え
る
会 

２
５
日 

無
料
生
活
相
談
、
会
議 

 

６
月
１
４
日
（
日
）
楠
見
後
援
会
で

夕
方
５
時
か
ら
「
戦
争
立
法
」
反
対
の

宣
伝
行
動
に
取
り
組
み
４
か
所
で
ス
ポ

ッ
ト
宣
伝
、
歩
き
な
が
ら
の
流
し
宣
伝

も
行
い
ま
し
た
。
戦
争
立
法
反
対
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
の
ぼ
り
、
プ
ラ
ス
タ
ー
、

横
断
幕
を
持
ち
な
が
ら
町
内
を
歩
く
ハ

ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝
で
す
。 

ま
ず
は
生
活
相
談
所
近
く
の
西
脇
山

口
線
沿
い
で
、
楠
見
後
援
会
会
長
の
小

野
原
聡
弁
護
士
が
「
今
国
会
で
審
議
さ

れ
て
い
る
戦
争
法
案
は
日
本
が
ア
メ
リ

カ
と
一
緒
に
海
外
で
戦
争
す
る
国
に
つ

く
り
か
え
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
に
違

反
す
る
も
の
で
す
。
国
会
に
招
致
さ
れ

た
憲
法
学
者
３
人
全
員
が
違
憲
と
明
言

さ
れ
ま
し 

た
。」
と 

訴
え
ら
れ
、 

私
も
「
安 

倍
首
相
は 

『
平
和
安 

全
法
制
』 

と
い
う
名 

前
を
つ
け 

て
い
ま
す 

が
そ
の
正 

体
は
国
民 

の
命
を
守 

る
事
と
は
全
く
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

署
名
な
ど
に
ご
協
力
を
！
」
と
訴
え
る

と
何
台
も
の
信
号
待
ち
の
車
中
の
方
が

注
目
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

横
断
幕
を
持
っ
て
の
小
野
原
典
子
さ

ん
の
流
し
宣
伝
に
は
小
・
中
学
生
の
子

供
た
ち
も
「
あ
っ
、
戦
争
反
対
や
」
と

関
心
を
寄
せ
て
く
れ
ま
す
。
「
頑
張
っ

て
！
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
支
持
者

や
楠
見
団
地
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
や
玄
関

に
出
て
聞
い
て
下
さ
る
方
が
い
ま
し

た
。
関
心
の
広
が
り
を
実
感
し
、
更
に

取
組
を
強
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

 

 

日
本
共
産
党
元
議
長
・
不
破
哲
三
さ
ん
の
著

書
「
『
科
学
の
目
』
で
日
本
の
戦
争
を
考
え
る
」
を

読
み
ま
し
た
。
“
満
州
事
変
”
日
中
戦
争
、
太

平
洋
戦
争
の
資
料
を
駆
使
し
科
学
的
な
分
析

に
感
無
量
で
す
。
首
相
も
政
府
も
発
言
権
な
く

真
珠
湾
攻
撃
は
天
皇
と
軍
部
で
決
め
、
戦
争
指

導
部
で
あ
る
「
大
本
営
」
は
世
界
で
例
の
な
い

不
統
一
、
無
能
力
ぶ
り
で
太
平
洋
戦
争
開
始
半

年
後
の
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
海
戦
は
大
敗
戦
で
太

平
洋
の
制
空
権
を
失
い
、
以
後
「
日
本
軍
は
戦

争
ら
し
い
戦
争
は
一
度
も
で
き
な
い
ま
ま
敗

戦
へ
の
道
を
た
ど
り
」
ま
す
。
日
本
軍
戦
没
者

は
二
三
〇
万
と
い
わ
れ
、
そ
の
半
分
以
上
は
餓

死
者
で
し
た
。
部
隊
を
派
遣
し
て
も
弾
薬
、
軍

需
品
な
ど
ろ
く
に
補
給
せ
ず
食
料
は
一
、
二
週

間
分
持
参
し
あ
と
は
「
現
地
補
給
」
。
ガ
ダ
ル

カ
ナ
ル
戦
で
は
戦
没
者
は
約
２
万
人
で
戦
死

は
５
千
人
、
１
万
５
千
人
は
餓
死
、
生
還
し
た

約
１
万
人
は
「
飢
え
死
」
寸
前
。
戦
争
で
は
な

く
「
飢
餓
」
に
負
け
た
の
で
す
。
本
書
で
は
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
飢
餓
戦
争
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦

の
詳
細
も
紹
介
し
、
戦
闘
で
華
々
し
い
名
誉
の

死
で
は
な
く
野
垂
れ
死
に
と
指
摘
。
大
量
餓
死

の
も
う
一
つ
の
原
因
と
し
て
天
皇
へ
の
忠
義

を
誓
う
「
軍
人
勅
諭
」
と
、
「
生
き
て
虜
囚
の

辱
め
を
受
け
る
な
」
の
「
戦
陣
訓
」
も
影
響
し

て
い
ま
す
。 

こ
ん
な
戦
争
を
美
化
・
礼
賛
す
る
政
治
家
が

い
ま
政
権
を
握
り
、
再
び
戦
争
め
ざ
す
と
は
ま

さ
に
亡
国
の
政
治
で
す
。
（
編
集
室
） 

 

 

現
在
開
か
れ
て
い
る
６
月
県
議
会
の

一
般
質
問
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改

悪
問
題
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
８
月
か

ら
介
護
保
険
の
利
用
料
に
２
割
負
担
が

導
入
さ
れ
る
問
題
で
は
、
高
所
得
と
い

え
な
い
人
ま
で
負
担
増
と
な
り
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
抑
制
が
起
こ
り
か
ね
な
い

と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
和
歌
山
県
の
平
均
介
護
保
険

料
額
は
６
２
４
３
円
で
、
全
国
で
２
番
目

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
年
金
削
減
、
消

費
税
・
電
気
代
上
昇
な
ど
で
く
ら
し
が

厳
し
く
な
る
な
か
、
重
い
介
護
保
険
料

は
生
活
そ
の
も
の
を
破
壊
し
ま
す
。
国

に
実
効
性
の
あ
る
保
険
料
の
減
免
制
度

を
求
め
る
と
と
も
に
、
県
と
市
町
村
で

保
険
料
低
減
に
取
り
組
む
べ
き
と
訴
え

ま
し
た
。
（奥
村
の
り
子
） 

 

第６期計画期間における各都道府県平均保険料基準額 

 


